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芥川龍之介の初期の漢詩
- 梅 の 花 の 七辻:罪 -

淡江大学講師

彰 春 陽

龍之介の養家芥川家は由緒のある旧家であり､養父道章からはじめ養母倍および実際に

龍之介の面倒を見ていた伯母フキは､みんな教養人であった｡そのため､′J＼学校に入った

龍之介は学校の勉強の外に､英語と漢文と習字の学習にも通わせられた｡ 『追憶』 (注1)

の ｢学問｣の項に次の記述がある｡

僕は小学校へはひった時から､この ｢お師匠さん｣の一人息子に英語と漢文と習字

とを習った.が､どれも進歩しなかったO唯英語はTやDの発音を覚えた位であるO

それでも僕は夜になると､ナショナル ･リイダアや日本外史をかかへ､せっせと相生

町二丁目の ｢お師匠さん｣の家へ通って行ったoltisadog- ナショナル ･リイ

ダアの最初の一行は多分かう云ふ文章だったであらう.しかしそれよりはつ蕃りと僕

の記憶に残ってゐるのは何かの拍子に ｢お師匠さん｣の言った ｢誰とかさんもこの頃

音や身なりが山水だな｣と云ふ言葉であるO

相生町二丁 目に住んでいる ｢お師匠さん｣という人は､芥川家の-中節の師匠だった､宇

治柴山のことであるO龍之介は宇治柴山の息子大野勘一に､英語 ･湊文 ･習字を習ったの

であるoそれから､ ｢/)､学校へはひった時｣というのは､明治三十一年 (-^九八年)に

江東尋常小学校に入学 した時点を清すのではなく､多分高等科一年に進級した明治三十五

年 (一九〇二年)､龍之介が- 歳の頃だったであろう (注2)O少年芥川の漢文勉強の

噂矢と見 られるこの学習について､本人がそれほど評価 しなかったけれども､漢文への開

眼という点で見れば､とても重要な意味を持っている｡

『日本外史』をテキス トとして､漢文世界に入った龍之介は､徐々に漢詩の範噂にも踏

み入れるようになった｡中学時代には漢詩をかなり読んだという (注3)｡この時期の漠
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語勉憩の成果の一角として､現存の書簡を遭 Lて伺うことができろ G 東京府立第三中学枚

を卒業 して間もないごろの明治四十三年七月三日に､中学校時代の恩師広瀬雄に当てた手

紙に次の一節があるo

今 日朝来微雨独座 して許丁卯の詩集を播 く一味の暗慾の霧の如 く人に迫るを感じ侯殊

に其懐古七律の如き格調痛哀李義山に此すれば更に微､温飛郷 (注､卿の間違い)に

此すれば更に選､青蓮少陵以降の七律を以て斗南第-人の名ありしもの誠に偶然なら

ず候

読書の感想を先生に報告するという形で書かれたこの箇所では､李白のことを青蓮と､杜

常のことを少陵とわざわざ言い換えるところに､師に学識を誇示しようとする嫌いがない

でもないが､しかし､当時一九歳だった龍之介がこれだけの漢詩鑑賞力を持っていたこと

に驚かされる.

中学時代までに､漢詩をたくさん読んだだけでなく､漢詩の習作をもさせられたようだっ

た｡ ｢野人生計等｣ (注 4)には､その時の手本の役をつとめたものとして､次の李九齢

の ｢山中､友人に寄す｣ (『全唐詩』巻七三〇所収)が挙げられた｡

乱山碓裡結茅慮 乱山堆裡､茅虚を結び

巳共紅塵跡漸疎 巳に紅塵共に､跡漸く疎なり

英関野人生計審 問うなかれ野人生計の事

窓前流水枕前書 窓前の流水､枕前の書

このあまり有名でもない漢詩に倣って､芥川龍之か よどんな漢詩習件を書いたのか､現存

の資料にはそれらが残っていないため､もは亘知る由がないが､後の龍之介の書いた漢詩

から見れば､ ｢窓前流水枕前書｣という句より､漢詩と読書環境描写との関連性を強く龍

之介の脳裏に焼 き付けたのであろう｡つまり､漢詩を作ろうとすれば､先ず思いつくのは

身辺の読書環境を描くことであり､或いはその道の､勉強しているうちに周りを見回し､

ふと漢詩を書きたくなるということであろう｡

芥川龍之介の作った漢詩は､作品として発表したものが殆どなかった｡現存の多くは書
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筒に残っている｡そのため､本論では書簡を中心に､.年代順に迫って､龍之介の書いた漢

詩をすべて摘出し､分析してみようと考える｡テキス トは岩波書店出版の 『芥川龍之介全

集 第十七巻 書簡 Ⅰ』I(一九九七年三月一〇日発行)と 『芥川龍之介全集 第十^巻

書簡∬』 (一九九七年四月八日)､F芥JH龍之介全集 第十九巻 書簡Ⅲ』 (一九九七年

/六月九日)､ F芥川龍之介全集 第二十巻 書簡Ⅳ』(一九九七年八月八日)である.

明治四十五年 (一九一二年)以前の書簡に漢詩を見当たらないので､便宜上明治四十五

年から大正二年 (一九一三年)までを<初期の漢詩>とするOこの二年間に書かれた漢詩

は次の四首であるo q

春寒未開早梅枝 幽竹藩々垂小池

新歳不凍書軽下 焚香謝客推鼓詩

(明治四十五年一月一日 山本菖誉司宛)

春寒未発阜梅枚 幽竹粛々匝小池

新鹿不凍書幌下 焚香謝客独裁詩

(明治四十五年一月一日 井川恭宛)

唐戸薄々修竹遼 寒梅斜隔碧窓紗

幽興一夜香椎下 静読陶詩落燭花

(大正元年十二月三〇日 ′J＼野^重三郎宛)

等更無客一燈明 石鼎火紅茶謡軽

月到紙窓梅彩上 陶詩読常道心緒

(大正二年十二月九日 浅野三千三宛)

この四首の漢詩は類似点が多い｡

① 七言絶句である｡

② 一人で漢詩を書いたり読んだりする設定である｡

③ ｢梅｣を吟ずるもの｡
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山本妄言司苑と井川恭苑vmJ蒜蒜は基本論に謁---の蒜であるが､ ｢未詣｣を ｢未発｣､ 'ZEEE｢祐

ノ)＼弛｣を ｢匝小池｣､ ｢書橿｣を ｢書幌｣､ ｢推鼓詩｣を ｢独鼓詩｣のように､一句ずつ

に一文字が違 うO芥川龍之介の ｢推鼓｣の静 かが見られるOこの二首共に年賀状に書かれ

た新年挨拶のもので､一首は府立三中時代の親友である山本に､もう一首は一高の同奴生

の井川に宛てた贈答詩であるCこの二首が一首となれば､次の′ト野八重三郎宛の漢詩が出

るまで､一年も静かったO

′Jヽ野^重三郎は芥川の府立三中の一年後輩である｡′Jヽ野宛の漢詩は手紙の最後に添えた

形で書かれたものであり､手紙の冒頭に ｢諒闇中とて新年の御慶は御遠慮敦すべく候｣と

の前置きがあるoこの年の七月に明治天皇が亡くなったからであるO次に ｢休暇の半を過

ぎ候-ども如例散漫に消光致居候/歳末歳始御暇の節御出下され度炉に火あり鼎に茶あり

以て客を迎ふるに足るべく候｣を書き､最後に ｢患詩を以て近状御知 らせ申候へば御∵笑

下さるペく候｣と断った後､ ｢唐戸清々惨竹避 寒佑斜隔碧窓紗/幽輿一夜書経下 静読

陶詩薄燭花｣を付 した｡故に､この漢詩も新年贈答詩の類いと見てよいO前の贈答詩から

今度の贈答詩まで一年掛かったにもかかわらず､ただ ｢幽竹｣が ｢修竹｣に､ ｢早梅｣が

｢寒梅｣に､ ｢香味｣が ｢書経｣に､｢独鼓詩｣が ｢読陶詩｣に変わったぐらいで､内容

としてはほとんど前の詩の踏襲である｡

浅野三千三宛の漢詩は同じく手紙の最後に付 したものである｡浅野 もまた芥川の府立三

中の後輩で､この時期によく芥川と手紙の行き来をする｡ 『芥川龍之介全集』で書簡番号

一三二に当たるこの手紙で､芥川は ｢此頃又柳宗元を少 しづ ゝよみ居 り候小生は最柳文を

愛するものに儀昌費が柳州の文をよむに先だち必普頚水を以て手を洗へる誠にうべなりと

思はれ候短けれど重′Jヽ.印西小石浮記に柳々州の真面目を見るべし読下清寒を生ずる心地せ

られ候｣と､読書の感想を述べた後､おわりに ｢悪詩御笑ひ下され度候｣と断りながら､

｢寒更無客-燈明/石鼎火紅茶諾軽/月到紙窓梅影上/陶詩読凝道心清｣を付け加えたO

この詩を前記の′jヽ野^重三郎宛の手鼻筏と併せて読むと､一年間の隔てがあってもやはり大

喪な変化が見られないO例えば､ ｢寒更無客-燈明｣の探夜の静けさと明かりは ｢幽興一

夜書経下 静読陶詩港燭花｣からの脱皮であり､ ｢石鼎火紅茶露程｣は ｢炉に火あり鼎に

茶あり｣の漢詩化 した表現である｡ ｢月到紙窓凝影上｣の情況は ｢寒梅斜隔碧窓紗｣と一

致するし､ ｢陶詩読常道心緒｣も ｢静読陶詩｣からの棄用である｡浅野宛の手紙によれば､

｢清寒を生ずる心地｣にさせられたのは陶淵明の詩ではなく､柳宗元の ｢重小樽西小石簿

記｣という文章であった｡だから､本当は ｢柳文読罷道心清｣のはずだったが､ ｢柳文｣
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を ｢陶詩｣にすり替えられた｡

前にも述べたように､芥川龍之介は幼い頃､李九齢の ｢山中､友人 に寄す｣を手本に漢

詩の習作をしたことにより､漢詩を作ろうとすると､すぐと言絶句の格調で､書斎だの読

書だのと結び付 くようになる｡上記の初期作品四首ともにこの華噂に属され､漢詩習作の

延長線に位置付けをすべきであろう｡

もう一つの類似点は ｢梅｣である.芥川は｢梅花に対する感情｣ (注5)という随筆に､

｢梅花を見る毎に､まづ予の心を捉ふるものは支那に生じたる文人趣味なり｣と書いてあ

る｡日本を代表する花は桜 とすれば､中国を代表する花は梅であろう｡では､梅から何を

連想するかというと､芥川は同随筆で次のように述べたO

予等は梅花の-弁にも､鶴を想ひ､初月を想ひ､豊山を思ひ､野水を思ひ､断角を恩

ひ､書燈を思ひ､傭竹を思ひ､清霜を思ひ､凝浮を思ひ､仙妃を思ひ､林処士の風流

を恩はざる能はずo

芥川龍之介は何が根拠で梅から ｢鶴｣｢初月｣｢空山｣｢野水｣｢断角｣｢書燈｣｢億竹｣

｢清霜｣｢羅浮｣ ｢仙妃｣｢林処士｣などを連想したのであろうO

まず､梅 と鶴を見てみようD日本的な考え方では､梅といえば鴬を連想するが､芥)lI龍

之介はなぜ鶴を連想するのであろう｡それは中国の ｢梅妻鶴子｣という故事から来たので

あるO清の呂留鳥等の書いた F(和靖詩妙)序』 (注6)によれば､栄の林道が杭州西湖

の孤山に隠遁 して､妻子なく､唯裾をたくさん植え､鶴を飼 う｡故に､人に ｢梅を妻とし､

鶴を子 とす｣と言われ､のちに ｢梅妻鶴子｣は風流な生活の形容 となった｡一方､魯迅は

｢梅妻鶴子｣から風流な生活ではなく､ものさびしい味気無い生活を読み取った｡魯迅の

『集外集』に (阻郁達夫移家杭州)という詩があるO

銭王登仮依如在､位相随波不可尋､

乎楚 日和憎健銅､小山香清蔽高琴｡

墳壇冷帯将軍岳､梅鶴凄涼処士林､ -

何似挙家遜瞭遠､風波清音足行吟｡
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l将軍岳とは岳飛のことで､処士林とは林道のことであるO岳飛のお墓と林道の隠遁地は共

に杭州にあるので､魯迅は郁達夫が杭州に引っ越すのを阻止しようとして､それを引用 し､

杭州に住むペか らずと主張する｡

次に堀と初月との関連性を見てみようo末の琵藻の (点緯唇〉詞に 4新月嫡娘､夜寒江

静山衝斗O起来轟音o"という句があり､李白の (従軍詩)にも d笛奏梅花曲､刀開明月

環"という描写がある｡他には､苑成大の 〈親戚小兵詩)に "月従雪後皆奇夜､

有別春O汁､楊万里の (和周伸覚詩)に d春在梅連動､寒従月外来｡"などがあるO中国

の漢詩では､梅 と月に関する歌は決して少なくはない｡

億と空山､野水､断角との関わりを調べてみたが､なかなか見当たらなかった｡強いて

言えば､赤潮の (清適舟中寄転老)という詩にある "小寒初度梅花嶺､寓墾千慮背人境O

"の句と､箔成大の (天平先腹道中時将赴新妾操)詩の "霜橋妹潤浄無塵､竹鴇梅渓未政

審O"という句と､杜牧の (寄李起居四蔚〉詩の 叫楚女梅替白雪姿､前渓碧水凍謬時O"

ぐらいしかなかったoLかし､梅を豊山､野水こ断角と並べれば､中国の水墨画の世界を

思い出させる｡或いは､芥川龍之介は中国の絵画から空山､野水､断角を思い出したので

あろう｡

梅と書燈に関する詩句は､次のようなものがある｡

書燈看膏義､鉦漏歴度数. (蘇封､ く食榛梯詩〉)

雲沈梅屋古､書擁雪燈残｡ (方岳､ (知郡昧書院挽詩〉)

梅境任従長笛弄､竹富閑把短禁挑｡ (発案､ く雪後詩〉)

番返梅魂春｢脈､愁叢燈影夜干満o (宣長養治､ (客中除夕詩〉)

月侵燈影吏方去､春遍梅梢官未知O (汚成大､ (坐噴斎書懐〉)

中国で四君子といえば ｢梅 ･蘭 ･竹 ･菊｣セあり､歳寒三友といえば ｢松 ･竹 ･梅｣ま

たは ｢梅 ･水仙 ･竹｣であるOいずれも梅と竹が入っている｡梅と竹は古来から中国の文

人の賞賛を多く受け､漢詩では梅と竹を吟ずる詩句は枚挙に遠がない｡以下はその代表的

なものを挙げる｡
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梅尉吟楚声､竹風為凄清｡探虚雄在性t.高藤賓人情｡

(孟郊､ く同従叔簡酬虚股少府〉)

杜絶竹裏鳴､梅花薄清適C (〈楽府詩集 ･清商曲静一 ･子夜四時歌春歌六))

梅逮竹外三杯酒､歳尾年頭幾局模｡ (戴復古､ (発行父密度歳詩〉)

腰果綴凝枝､春杯浮竹兼. (蘇拭､ (月季花再生詩〉)

年番鈎竹影､凍筆鮎凝塊｡ (義損､ (述膏等))

中国では､裾の花は霜の試練を耐えてから羊そ､高額な姿が現れるのだとよくいわれるO

梅と霜の連想はごく当たり前であろう｡栄の幾照の楽府 (凝花落)に ｢中庭雅樹多､偏為

聴沓暖､問君何滞鉄､念其霜中能作花､霧中能作賓､揺蕩春風鋸春 日､念爾寄港逐風貌､

徒有馬筆触霜賓o｣という描写があるO

雁浮とは､雁浮山 (注7)のことであり､広東省増城県の東北三十里の所にあるO束管

の葛浜が仙術を得た所と伝える｡山の麓は梅の名所として古来名高い｡清の屈大均の 『広

兼新語』｢梅花村｣ (注8)によると､梅花村は羅浮山の入り口にあり､麻姑 ･玉女の二

峰に面しているOそこの牛羊が踏むところはみんな梅であ阜O蘇拭の く松風亭下梅花盛開

車用前韻詩)には､ 4羅浮山下梅花村､玉雪為骨錐為魂｡"という句があるO

｢羅浮之夢｣ (注9)という故事もある｡降の避師雄が羅浮の梅花村に泊まり､夜､梅

花の精が美人の姿で現れ､濃に会った話である｡駿東藩の (山中梅花詩)に､ "好風吹醍

羅浮夢､葉番空林翠羽常｡"があるO

次に､梅と仙妃との関係について述べよう｡ここの仙妃の仙は藻の梅福のことであり､

妃は唐玄崇の妃､江采薮のことであろう｡

梅福は湊の寿春の人で､字は子真であるO小さい頃､長安に学び､尚書 ･穀梁春秋に精

通する｡郡文学となり､常呂尉に補せられる｡のち､官位を捨て家に居する｡元始の時､

王葬が政権を握った後､妻子を捨て､九江に行く｡噂によれば､仙人になったという｡そ

の後､会稽で梅福を見た者があり､彼は姓名を変えて呉市の門卒となったといわれた｡堀

生､削 tとも呼ばれるO梅福を蛮う詩句は次?oものがある｡

汚姦出江湖､梅福入城滞｡ (謝霊運､ く会吟行))

乃知鳩福徒為爾､転憶陶潜帰去来O (高遠､ (封丘作〉)
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八市望怒篭､豊触訪君渋O (夏莞浮､ It芝地,t語tD三)

凝仙自長音賓客､莫羨相如即到家O (温度密､ (送飽鮫之侯官詩〉)

韓公給売薬､梅生隠市門O (江掩､ (詠史詩〉)

自歎鳩生頭似雪､却嫌藩令警如第0

(銭起､ (題郎士元半日呉村別業兼呈季長官許))

江采森は唐玄宗の妃であり､梅が好きなので､玄宗に ｢梅妃｣という名をつけられた｡

後､場景妃に妬まれ､上陽宮に移されたO｢安史之乱｣の時に亡 くなったO 5'梅妃倦』 (注

16)があるO

最後の林処士は ｢梅妻鶴子｣の主人公林道のことであるO梅花処士ともいわれる｡前掲

の魯迅の 4墳壇冷落将軍岳､聴鶴凄涼処士林o"の他に､清の襲自珍の (己亥准詩)の二

四五に､ "牡丹絶色三春暖､董是梅花処土嚢?"という句があるO

以上述べて来たように､芥川龍之介の梅からの連想はすべて中国に典拠が見られる｡つま

り､芥川の思惟の中で､梅からの連想は中国の文芸と切っても切れない関係にあると考え

られる｡

それでは､芥川の梅の連想から､上記の四首の漢詩をもう一度検討 してみよう｡

先ず､山本書誉司宛のを見てみようO

春寒未開早端境 幽竹粛々垂′Jヽ弛

新歳不凍書軽下 焚香謝客推鼓詩

｢春寒｣は春に寒さであり､漢詩に多く償われている｡例えば､社常の ｢送孔巣父謝痛爆

遊江東兼量李白詩｣に ｢春寒野陰風景碁｣の句があり､張詔の ｢杜侍御送買物戯贈詩｣に

｢;弧舟江上畏春寒｣の句があり､杜牧の ｢貴地異字子詩｣に ｢強半春寒去却釆｣の句があ

るOそして､ ｢春寒未開阜梅枝｣に似た描写に､楊中隊の ｢春寒詩｣の ｢春寒畢克無多目､

桃李何須怨未開｣というのがある｡

梅から次の ｢幽竹｣を書き出すのは､芥川流の遵憩で言えばごく当たり前である｡｢斎

-146-



々｣は寂 しいありさまであり､次の句の雰囲気につながる. ｢垂小袖｣はしなやかな竹が

池のほうに垂れるという意味である｡

前にも言ったように､この漢詩は年賀の贈答詩なので､ ｢新歳｣を使って正月を描 く｡

｢書擬｣は ｢書幌｣､ ｢香椎｣と同じ意味で､書斎のたれぎぬであり､時に書斎を潰す場

合もある｡なか Ĵずく｢書幌｣がよく使われ､漢詩に多く見られる言葉である｡例えば､

唐の劉長卿の ｢過斐舎人故居｣の詩に ｢書幌無人常不捲｣があり､栄の蘇我の ｢雪後香北

合壁｣に ｢五更暁色釆書院｣がある｡

芥JH龍之介は大正三年一月一二日､′ト野八重三郎に送った手紙に ｢それからずつとうち

にゐた 電話は督留守だと云って断った 閉門謝客独鼓詩と詩人が云ってゐる 居留守は

支那文学の伝へた風流の-である｣とあったO ｢焚香謝客推裁許｣はこの ｢関門謝客独裁

詩｣からきたのに間違いない ｡｢焚香｣とは､本当に香を焚くことであろうか､それとも

煙草を吸いながら詩句を凍る芥川が遊びにそう書いたのであろうか｡

井川恭宛の漢詩は前のと殆ど同じなので､ここで省略する｡

次は､JJ＼野八重三郎宛の準詩であるO

唐戸清々惨竹避 寒聴斜隔碧窓紗

幽興一夜書経下 静読陶希薄燭花

｢修竹｣も ｢寒梅｣も前述の通りであるO ｢蕗燭花｣は ｢書麿｣の項に当たるであろうO

この詩も横から連想した言葉が多い｡

最後は､浅野三千三宛の漢詩である｡

寒更無客一腰明 石鼎火紅茶諸寄

月到紙窓聴影上 陶詩読罷道心清

この詩に ｢燈明｣があり､ ｢月｣があり､｢梅｣がある｡やはり､ ｢聴花に対する感情｣

に描かれる梅の世界である｡ ｢石鼎｣は火鉢のことであろう｡火鉢でお湯を沸かし､その

熱湯でお茶を入れる0-人で窓に映る月の反射を眺めながら､茶を畷り､本を読むという

情況でろう｡
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この時期の芥州 ま漢詩を作るときに､帝に ｢梅｣を意識 し､梅から連想 したものをたく

さん詩に入れる｡つまり､ ｢梅｣を中心に膨 らませたものである｡では､なぜ ｢梅｣なの

か｡これについて前にも少 し触れたが､ ｢梅花｣といえば､芥川はすぐ中国の文人趣味を

思い出す｡漢詩を善 くのには､必ず中国的なものを書かなければならないと芥川は考えて

いたのであろうOだから､桜など日本的なものは決して使わないO鼎でなくても ｢石鼎｣

というO陶淵明の詩を読んでいなくても､ ｢陶詩｣にする｡

以上由四首の漢詩を読めば､作者の孤高な性格が読み取れるO例えば､年末年始なのに､

それは自分と金糸関係なく､書斎にはお正月の雰囲気も何 もない Oただ読書に耽るだけで

ある｡

注1:『追憶』は一九二六年 (大正一五年)四月-El発行の 『文芸春秋』第四年第四号か

ら一九二七年 (昭和二年)二月一日発行の同雑誌第五年第二号まで､- 回にわたっ

て連載 したものである｡芥川龍之介の没後､ 『株億の言葉』に収録された｡ ｢学問｣

は全四十四の葦で構成された 『追憶』の第二〇の葦であり､ ｢幼稚園｣｢相撲｣｢宇

治柴山｣と一緒に 『文芸春秋』第四年第八号 (-九二六年八月一日に発布)に掲載

したもの｡

注2:｢芥川龍之介年譜｣ (一九二五年四月一 日に新潮社から刊行 された 『現代小説全集

第-巻 (芥川龍之介集)』の巻末に掲載された自作年譜)によれば､明治三十五年

の事について次のように書かれた｡

三十五年 実母を失ふO此頃より英語と鼓学とを学ぶ｡英語はナショナル ･fj

イダアより始め､漢学は日本外史より●始むO

｢小説を書き出したのは友人の煽動に負ふ所が多い｣ (一九一九年一月一 日発行の

『新潮』第三〇巻第-号に掲載されたもの)にも､ ｢傍 ら十歳位の時から始めてゐ

た英語を漢学 とを習った｣という記述があった｡

注3:前掲の ｢JJ＼説を書き出したのは友人の煽動に負ふ所が多い｣に､ ｢中学時代には､

泉鏡花のものに没頭 して､それを悉 く読んだ｡漢詩も可成 り読んだ｣と書いてある｡
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注4:一九二四年 (大正一三年)一月六日発行の 『サンデー毎日』第三年第二号に掲載 さ

れた随筆｡

注5:一九二四年 (大正一三年)二月一日発行の 『中央公論』第三九年第二号に掲載され

た随筆｡

注6:原文は ｢盛不要､無手､所居多植鵜､畜鶴､芝舟湖中､客室別放電致之､因謂 一梅

妻鶴子"云｡｣であるO

注7:『太平御覧』の ｢地部六､凝浮山｣に次の記述があるO

凝浮山記日､題､雇山地､浮､浮山鳩､ニ山合髄､謂之羅浮､在層城 ･博屠二麟之

境､有薙水､商流注チ海､曹説､題辞高三千丈､長^首里､有七十二石室､七十二

長撰､神湖神食､玉樹朱筆､相俸云､浮山徒食蒋来､今浮山上猶有東方草木､又日､

飽青見学子玄-.上真人､博究仙道､為南海太守､登臨民政､夜凍凝浮山､騰空往還O

注8:原文は :

梅花村在山口､前封麻姑玉女二峯､探竹寒漢､一往幽折､人多以垂梅為生､牛羊之

所腐磨､皆梅也O

注9:『龍城録』の ｢避師雄酵窓梅花下｣によると､

暗闘畠中､避師雄遷題浮､一 日天寒､日暮在幹車間､因懲僕革手松林閤酒樽､傍舎

兄-女人淡粧東成､出迎師雄､時己昏黒､残雪封月色撒明､師経書之､典之語､他

党芳香襲人､語言棲精選､国典之細酒家門､持盃相輿飲､少額有-T線衣重来笑歌戯

舞､亦自可観､頃酵液､師雄亦瞭然､但党風雲相葉､久之時東方巳白､師雄起視､

乃在大堀花樹下､上有翠羽Ⅰ歌口菅､相頚月落参横､但怖懐而己O

注10:F梅妃倦』は唐の菅野の書いた小説であるO-説に､この侍は栄の甫渡前後の作

品で､唐人の作ではないという｡
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